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高裁の不当判決に抗議し上告！！ 

 ５月２５日午前「年金引き下げは憲法違反だ」と提訴

した裁判の控訴審で、 東京高裁は控訴を棄却する不当

判決を言い渡しました。 

 原告団と弁護団は、女性の低年金、年金受給者の厳し

い生活実態について訴え、国際水準に近づけるためにも

最低保障年金制度が必要であり、そのためにも公正な判

決を求めてきました。しかし判決は、原告の主張を無視

し、４１年前の堀木訴訟判決に縛られ、国の主張をその

まま容認しました。２５日午後 １５０人が参加して衆

議院第二議員会館で記者会見と「怒りの報告集会」を開

催しました。原告団と弁護団は、判決に抗議するととも

に最高裁へ上告することを決定し、勝利するために全力

を尽くすことを決意しました。 

 ５月２２日午前 全日本年金者組合は、最高裁包囲の

「人間の鎖」を行いました。１都３３府県から２５０人

（うち３０人は埼玉県から）が参加しました。全国２４

原告団が上告し最高裁が判断を出す時期にさしかかっ

ている状況に対する国民の声を最高裁裁判官へ訴える

行動でした。堀木訴訟判決を変えさせるためには、最高

裁の大法廷での審理が必要です。憲法２５条に基づく公

正な判決を求めるものです。国際的な人権水準を踏まえ

た憲法解釈を求めています。 

 ２２日午後 参議院議員会館で怒りの決起集会を行

いました。全国各地の代表１０人が決意表明をしました。

第４次最高裁要請行動は６月９日に行い、６月１５日の

年金受給日には、全国９４０支部すべてで宣伝行動に取

り組みます。 

裁判勝利のためには５月～６月の仲間増やし月間で

目標を達成し、国民的な世論を広げるための運動を展開

しています。 

(年金者組合埼玉県本部執行委員長 宇佐美 忠利) 

「市民のつどい」 

 

5 月 20 日(日)蕨市民会館において、フレッシュみん

なの会主催の「市民のつどい」が開催されました。頼高

英雄市長と市民でつくりあげてきた「あったか市政」を

さらに、暮らしの安心と未来への希望に向けて、蕨市の

さらなる飛躍をめざした集会となりました。 

会場は、特設会場が用意されるほどの市民が駆けつけ

ました。オープニングは、頼高市長を支える年金者組合

の人たちの合唱、そして子どもたちの元気あふれるヒッ

プホップダンスではじまり、会場は感動と笑顔があふれ

ていました。そのあと、大野県知事も駆けつけ、頼高市

政の 16 年間、特にコロナ対策に先頭にたって奮闘して

きた頼高市長と埼玉県は一体となって住民のいのちを

守ってきたことを強調しました。 

会場からは、子育て中のお母さんからは、「子ども医

療費無料化の年齢拡大が進み、給食費も４カ月無償にな

り、蕨に住んでいたよかった。」と発言がありました。 

 頼高市長からは、コロナ禍から住民を守ってきたこと、

そして物価高の中、水道基本料金の無料化、学校給食の

完全無償化（4 カ月）を取り組んできたこと、そして、

公約として 4期 16年の成果の上に、市の財政 120億円

の改善した財源は、市民の暮らし、子育てに使い、安心

と未来に希望が持てる蕨にするために、引き続き、学校

給食の完全無償化、高校卒業までの医療費完全無償化を

掲げて奮闘し、何としても選挙戦を勝ち抜いていく決意

が語られました。    （埼玉県社保協 段 和志） 
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障埼連第５１回総会 

４月３０日、埼玉県障害者交流センターで、第５１回

の総会を終えることが出来ました。埼玉社保協から段事

務局長が来賓として参加し、励ましのことばを頂きまし

た。 

この間、情勢は大きく動き、戦争が起きました。最も

人権を損なう戦争が起きました。 

人手不足は、どの施設でも深刻です。 

コロナ禍にあって、活動にも、大きな影響があったこ

こ３年でした。対面での会議が出来なかった運営委員会

や役員会で活動の新たなエネルギーは今一つ盛り上が

っていませんでした。しかし、困難を抱えながらも、県

交渉、暮らしの場の定例会、障害者まつり、年末大学習

会を内容的には十分とはいえませんが、継続してきたこ

とは大いに評価できると総括しました。 

抱えている現状の厳しさは年々深刻さを増していま

す。役員のメンバーの高齢化、加盟団体も役員の高齢化

と担い手不足、そのことで今までの取り組みが出来なく

なってきていること、障害者まつりも毎年一つずつ年齢

を積み重ねていく仲間たちと何とか継続させています。 

暮らしの場の定例会や月一回のオンラインの事務局会

議に新たなメンバーが参加するようになったこと、明る

い兆しが少し見えてきていることを見過ごしてはなり

ません。 

国連の権利委員会は、総括所見で日本政府の障害者施

策の不十分さを指摘しました。 

総会では、所見を学び、人権モデルとは何かを私たち

に課題として提起しました。 

前に進むことの大儀さはあるがやるべきことは見え

てきているようにも思います。 

私たちの指針は何か。民主主義と人権ではないでしょ

うか。人権も民主主義も、一つ一つ身の回りのことをそ

の尺度で見るとき、失っているものがあるのではないで

しょうか。常に点検し、運動化していくことです。 

要望書づくりに入ります。一人ひとりの願いを大切に

して、丁寧な要望書にしていきたいと思います。それを

出発点に、今年度の活動をしていきます。 

   （障埼連事務局長 若山 孝之） 

行田羽生地域 社会保障をよくする会 

 『行田羽生地域 社会保障をよくする会 第 9 回総

会』が 5月 27日、行田市商工センター403研修室で開

かれ、27名（13団体個人3名）の参加者全員で22年度

の活動・決算報告、23 年度の活動方針・予算・役員体

制などを採決・確認しました。記念講演に行田協立診療

所の猪股 浩さんを迎え、「生活保護の常識・非常識 －

今、スティグマ（偏見）や誤解を乗り越えて―」と題し、

参加者全員で学習し理解を深めました。  

講演では、よくメディアで報道されているように、生

活保護の不正受給や働かずに怠けて生活保護を利用し

ているは本当に多いのか？という問題に触れ、不正受給

の多くは稼働収入の無申告で、高校生のアルバイト収入

など少額なものがほとんどであり、2016 年をピークに

減少していること。年金などの社会保障の縮小により

「高齢者世帯」の受給率が多く、怠けて生活保護を利用

している人は少ないということを、客観的なデータを用

いて語ってくれました。また、多くの国民は生活保護を

受給することは恥だと思っているため、申請が抑制され、

利用すべき人が利用できず、困っている人を生活保護か

ら遠ざけてしまっている現状を指摘。いま、物価高や低

年金、不安定な雇用環境など、誰もが生活困難に陥る可

能性がある。生活保護を利用することは当たり前の権利

であり、利用しやすい制度にするために、制度への正し

い理解を周知することが必要だと訴えました。 

最後に柳沢副会長から、行田羽生地域からみんなで一

緒に社会保障をよくしていこうと訴え、保険証廃止を中

止させる請願書名を34筆集めて閉会しました。 

≪新年度役員≫ 

  会 長   山田 美佐夫 

  副会長   小野寺 孝仁 

       柳沢 暁 

       高橋 順子（新） 

 事務局長  工藤 充 

 事務局次長 菊池 明 

  会 計   岩見 真理 

 会計監査  坂田 国男 

（行田羽生地域社会保障をよくする会 工藤充事務局長） 
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 昨年末につづき、４月３０日に川口駅前のキュポラ・

フレンディアで開催されました。 

当日は、ボランティア要員が１００人を超え、来場者は

２２０人、面接相談８３件、食料は２００食提供。また、

電話相談が６０件ありました。面接相談では、健康、労

働、外国人、法律、生活（生活保護）に分かれ各専門家

が対応するなど、朝１０時～夕方６時まで取組ました。 

  相談では、コロナ特例貸付の返済のきびしさや、債

務がらみの問題も。生活保護を受けている方は、保護費

が引き下げられ、この物価高の中、1ヵ月持たないと訴

え。ホームレスの方は公営住宅に入れない問題。息子さ

んが長時間労働から適応障害となり働けないといった

「８０５０問題」の高齢者も複数いました。DV 被害で

子どもと二人暮らしの女性は、離

婚が成立せず、一人親の給付も児

童扶養手当も受けられない方。生

活保護受給の３０代女性は、一人

暮らし、親戚もいなく、精神疾患、

糖尿、心臓疾患で働けないと、涙

ながらに不安を語りました。後日

「消えたい気持ちや孤立・孤独がひどくなり、失業が長

期化して心身をいためてしまう。こういった矛盾や社会

構造の要因もあり、精神医療ではカバーしきれません」

と訴えるFAXも届きました。どれもが、国にしっかり対

策を求めたい事例ばかりでした。相談者は、６０代・５

０代・７０代の順で全体の７０％。単身者が半分を占め

ています。  

 この取組は、全国の弁護士や労働組合、医療団体、市

民団体による電話・面接相談会の一環で、昨年末の川

口・相談会に、３００人もの方が来場した経験をうけ、

全国で一斉に、１７会場（電話３５会場）で開催された

ものです。今後、埼玉では７/２９（土）に大宮（レイ

ボック・ホール）で、９/３０（土）に川口（フレンデ

ィア）で予定されています。  

 （川口社保協 東田 伸夫） 
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※ZOOMでの併用もします。 

ID等は各組織へメール送付します。 

 

 

 
 

Ỗ 9 月10 日(日) 12:30 16:30 

  γῺ ĤēĮōӡṈγњ601 602 

ˢ  記念講演 濱畑 芳和さん 

（立正大学社会福祉学部教授・ 

自治体問題研究所理事） 

テーマ「日本の社会保障は 

どうあるべきか」(仮題) 

 30 周年記念シンポジウム 

ᵆ ᶆ ◖ ᶱֹוᵾᵶᶅᵬᵾ

30  b

ᶍ ᶊᶃᶉᵣᶆᵣᵮᵲᶇ  

 

パネリスト 小畑雅子さん（全労連議長） 

   原冨 悟さん（前副会長） 

司会進行  川嶋 芳男さん（前事務局長） 

 

ZOOM併用も致します 

詳細はチラシをご覧ください 
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  ※交通費は個人負担でお願いします。 

（浦和駅から熊谷駅 片道770円・バス代片道440円） 

¥Ôת Õ 

È ǡ Ⱨ¤ É 

 

解散地点と時間：熊谷駅北口15:10ごろ 

※現地解散もできます。 

►  

9:30 熊谷駅北口集合 

10:00 バス発車 

10:30 葛和田団地着  

10:50 荻野記念館着(徒歩20分) 

11:00 記念館見学＆解説 

11:45 光恩寺に向けて出発 

12:05 渡船場到着 (→船10分) 

12:15 赤岩宿 渡船場着 

12:20 昼食 (40分) 

13:00 旧荻野家長屋門着 散策・おみやげ(川崎製麺所) 

14:10 赤岩宿渡船場発 

14:35 葛和田バス停発 

15:10 熊谷駅北口着 

 

◇お問い合わせは埼玉社保協まで 

 

 

 

 

1 さいたま市

2 白岡市

3  川越市

4 越谷市

5 松伏町  春日部市

6

7 深谷市

8

9 長瀞町  皆野町

10 毛呂山町  越生町

11  滑川町  嵐山町

12 加須市 鴻巣市

13 宮代町

14  八潮市

15 日高市  飯能市

16 久喜市

17 上里町

18 吉見町 東松山市

19 坂戸市  鶴ヶ島市

20 川口市 草加市

21  寄居町 横瀬町

22  志木市 新座市

23 本庄市  美里町

24 小川町  東秩父村

25 狭山市

26 上尾市 伊奈町

27

28 秩父市  小鹿野町

29 朝霞市 和光市

30  三芳町

31 ときがわ町 鳩山町

32 蕨　市

7月7日

7月11日

懇談時間
コ
ー
ス

①１０時～
１１時３０分

②１４時～
１５時３０分

木

水

7月14日

7月6日

 日　程

7月12日

金

7月13日 木

7月19日 水

金

火

7月18日 火

 

 

 

今後も日程等変更の可能性もありますので

ご留意ください。 

※7 月 19 日戸田市 会場の都合で懇談開始が 30

分遅くなります。懇談時間は14時30分～16時。 

 

 

 

 

 

 


